
 
これまでの「研究会」・「地域勉強会」などにおいて提示された課題について 

（第３  中小企業の人材の確保・育成・定着） 

（１）人材確保への支援 

●全ての企業が若年労働者を欲しいという状況ではなく、必要な企業とそうではない企業が二

極化している。必要とする企業については、今後の人口減少は避けて通れない問題である。 

●地元志向が増えてきていると言われるが、地元で働くとなるとサービス関係の募集は少なく、

条件が悪い職種の募集が多いため、なかなかマッチングできない。 

●小規模事業者は求人と求職のマッチングが難しい。小規模事業者はすぐにでも採用したいが、

学生は４月から働きたいことから、タイミングが合わずミスマッチが生じている。 

◎各企業に人材募集の情報発信専門の担当者を設置し、担当者同士で連携できるシステムを構

築することで、並走的に発信が可能になり、有効な人材採用につなげることができる。 

◎現場には高齢者が多く、10年後どうなっているのかが心配。 

◎優秀な人材を登用したいが、工学部卒の学生がものづくり分野ではなく別の業種に就職する

事例が増えており、もったいないと感じている。企業と学生のネットワークを構築して学生

に対して啓蒙を行い、製造業に目を向けてもらえるような取組が必要。 

○デジタル人材の定義は難しいが、一般的な中小企業にとって真に必要なＩＴ技術は、そこま

で高度なＩＴスキルではない。 

○業界全体の問題として、デジタル人材の採用単価が上がっている一方で、デジタル人材を受

け入れるための受け皿ができていないため、企業のレベルが需要に見合っていないのが現状。 

◎定年延長の動きに伴い、高齢者が働ける環境・仕事づくりが企業の今後の課題となるため、

こうした取組の支援として、行政で成功例やノウハウを蓄積して周知していただきたい。 

○自社の業務において、どの部分に障害者の人たちの力を活用して良いのかが見えていないた

め、企業は苦労する部分だと思う。 

●外国人労働者の受入れにあたっては、企業としても環境を整える必要があり、小規模事業者

には難しいところもある。また、日本人を雇うよりコストがかかってしまう場合も多い。 
 

（２）人材育成への支援 

●幹部社員の人材育成を希望する声がある。背景としては、ＢＣＰやＤＸなどの社会変化に伴

い、会社の方針を幹部社員含めて一体となって考える必要性が出てきたことである。 

●中高年向けの求人については、即戦力を求めている企業があり、自社で人材育成をする時間

的余裕がないように思われる。 

●ＤＸに向けた取組を進めたいが、事業所内に適切なＩＴ人材がいない状況であり、またＩＴ

人材の育成方法も分からない企業が多い。 
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◎東京都にワークライフバランス認定制度や健康経営に関する独自の認定制度があるが、千葉

県には登録制度はあるものの、認定制度がないため、東京都と同様の制度を作ってほしい。 

◎テレワーク浸透の弊害として、人と交流する機会が減少し孤独感を覚えることや、出勤・退

勤の概念がなくなりオンオフが上手にできなくなること等に起因するうつ病が、若者を中心

に見られているにもかかわらず、自己責任に委ねられることが多い。 

○テレワーク以外に副業・兼業なども多様な働き方の一つであるため、様々な支援が有効。 

○通勤中に行う簡単なリモートワークの時間を勤務時間として捉えることで、オフィスでの勤

務時間が短くなり、柔軟な働き方につながった事例がある。 

凡例 ○：研究会 ●：支援機関等（市町村・商工会・金融機関等） ◎：中小企業者 
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